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卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
渡 

辺
　
睦 

翁

２
０
１
７
年
度

　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

将
軍
山
祭
を

　

  

開
催
し
ま
す

将
軍
山
祭
を

　

  

開
催
し
ま
す

第
51
回

教
育
後
援
会
と
の
共
催

「
見
学
懇
親
会
」

　
　
　
開
催
の
ご
案
内

２
０
１
７
年
６
月
３
日
（
土
）
の

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

渡
辺
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
、
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

一
員
と
し
て
、
校
友
会
、
教
育
後
援

会
、
学
友
会
そ
し
て
、
大
学
教
職
員

の
方
々
と
一
致
協
力
し
、
追
手
門
学

院
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
度

も
、「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
」「
卒

業
生
の
福
祉
を
増
進
す
る
」「
大
学

に
お
け
る
教
育
事
業
の
充
実
発
展
に

寄
与
す
る
」を
柱
と
し
、活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
大
学
は
、
昨
年
創
立

50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
２
０
１
８
年
に
は
学
院

創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
２
０
１
９

年
に
は
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学

予
定
で
、躍
進
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
会
も
そ
う
し
た
発
展
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
は
も
と
よ
り
、
教
育
振
興
会
の

賛
助
団
体
と
し
て
他
の
後
援
団
体
と

も
連
携
し
、尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、会
員
の
皆
さ
ま
が
、

よ
り
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
さ
ら
な
る

発
展
に
繋
が
る
よ
う
な
会
の
運
営
を

心
が
け
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

将
軍
山
祭
実
行
委
員
会

　

電
話 

０
７
２
・
６
４
１
・
９
６
５
５

２
０
１
７
年
11
月
４
日
（
土
）、

５
日
（
日
）
の
２
日
間
、
第
51
回
将

軍
山
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
、
50
回
の
節
目
を
迎
え
た

将
軍
山
祭
は
、
次
の
50
年
に
向
け
、

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
第
51

回
の
テ
ー
マ
は
「
絆
繋
（
き
づ
な
）」。

こ
れ
ま
で
将
軍
山
祭
は
多
く
の
方
々

の
「
絆
」
の
中
で
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
地
元
茨
木
市
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
企
業

の
皆
さ
ま
等
、
多
く
の
「
絆
」
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
、次
世
代
に「
繋
」

が
る
将
軍
山
祭
を
目
指
し
ま
す
。

当
日
は
学
生
と
教
職
員
が
と
も
に

考
え
た
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開

催
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
将
軍
山
祭
２
日
目
の
11
月

５
日
（
日
）
の
午
前
中
に
は
、
尾
木

マ
マ
こ
と
尾
木
直
樹
氏
を
お
迎
え

し
、
将
軍
山
祭
実
行
委
員
会
と
教
育

後
援
会
と
の
合
同
企
画
「
お
う
て
も

ん
塾
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
０
１
７
年
度
「
懇
親
会
並
び
に

舞
台
観
劇
会
」
を
、
来
る
２
０
１
７

年
10
月
７
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

今
年
度
は
、
小
学
校
66
期
生
で
人

間
国
宝
の
大
槻
文
蔵
様
を
は
じ
め
日

本
を
代
表
す
る
能
楽
師
が
特
設
舞
台

に
て
大
阪
城
を
借
景
に
、
か
が
り
火
の

明
か
り
の
中
で
演
じ
る
「
薪
能
」
の
観

劇
会
と
、
リ
バ
ー
ス
イ
ー
ト
大
阪
で
の

懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
方
に
は
、
追
っ
て
詳
細
案
内

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

「
懇
親
会
並
び
に

　
舞
台
観
劇
会
」の
ご
案
内

会
員
の
皆
さ
ま
の
親
睦
と
学
校
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
２
０
１
７
年
度
「
見
学

懇
親
会
」
を
11
月
30
日
（
木
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
お
茶
の
ま
ち
、
本
学
と

連
携
協
定
を
結
ん
だ
宇
治
市
へ
の
旅

で
す
。
２
年
に
お
よ
ぶ
改
修
工
事
が

終
了
し
た
世
界
遺
産
『
平
等
院
鳳
凰

堂
』
見
学
と
、
２
つ
の
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
る
宇
治
な
ら
で
は
の
体
験
、
花

や
し
き
浮
舟
園
で
の
昼
食
懇
親
会
な

ど
、
秋
深
ま
る
宇
治
を
満
喫
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
８
０
０
年
以
上
も
の
歴
史
が
あ

る
お
茶
『
宇
治
茶
』
の
産
地
で
お
茶

の
良
さ
に
触
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
同
封
の

ご
案
内
状
を
熟
読
い
た
だ
き
、
お
間

違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
う
お
申
込
く

だ
さ
い
。
な
お
、定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
早
々
に
受
付
終
了
と
な
る
年
も

ご
ざ
い
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承
い

た
だ
き
、
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
０
１
７
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会
開
催

２
０
１
７
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
役
員
・
委
員

職 名 氏　　名 卒業年（期）

会 長 渡　辺　睦　翁 2015（46）

副 会 長

北　澤　三惠子 2015（46）

　堤　　みゆき 2016（47）

小　寺　千　聡 2017（48）

会 計
東　畑　千　尋 2016（47）

福　井　尚　子 2017（48）

会 計 監 査
安　田　友紀子 2016（47）

岩　村　公　江 2017（48）

委 員 平　塚　亜矢子 2017（48）

２
０
１
７
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
総
会
を
６
月
３
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
、
追
手
門
学
院
大
学
１
号
館

３
階
会
議
室
５
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
２
０
１
６
年
度

役
員
・
委
員
の
紹
介
、
続
い
て
大
学

関
係
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
渡
辺
会
長
、
川
原
理
事
長
・

学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
次
第
に
従
い
議
事
に
入
り
、

以
下
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告

本
会
は
、

１
．
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

２
．
卒
業
生
の
福
祉
を
増
進
す
る
。

３
．	�

大
学
に
お
け
る
教
育
事
業
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
。

等
々
の
目
的
の
も
と
、
次
の
と
お

り
２
０
１
６
年
度
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１�

総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
、
茶

話
会
等
の
開
催

（
１
）
総　

会
：

	

日　

時
：
２
０
１
６
年

	

６
月
25
日
（
土
）

	

午
後
１
時
～

	

場　

所
：
追
手
門
学
院
大
学

	

１
号
館
３
階

	

会
議
室
５

（
２
）
茶
話
会
：

	

日　

時
：
２
０
１
６
年

	

６
月
25
日
（
土
）

	

午
後
２
時
～

	

場　

所
：
追
手
門
学
院
大
学

	

食
堂
棟
２
階

	

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

	

ル
ー
ム

（
３
）�

委
員
会
：
委
員
会
を
開
催

し
、
役
員
の
選
出
、
事
業

計
画
、
予
算
編
成
、
収
支

決
算
、
会
計
監
査
そ
の
他

重
要
事
項
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

２�
見
学
懇
親
会
へ
の
参
加
（
教
育

後
援
会
・
卒
業
生
保
護
者
の
会

共
催
）

　

�　

会
員
の
見
聞
を
広
め
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
２
０
１
６
年
10
月
18

日
（
火
）、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・

ソ
レ
イ
ユ
「
ト
ー
テ
ム
」
鑑
賞
、

ザ
・
ガ
ー
デ
ン
・
オ
リ
エ
ン
タ

ル
大
阪
に
お
い
て
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

３�

舞
台
観
劇
会
並
び
に
懇
親
会
の

開
催

　

�　

会
員
の
教
養
を
高
め
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
２
０
１
７
年
２
月
23
日

（
木
）、梅
田
芸
術
劇
場
に
て「
ロ

ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
観

劇
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た

当
日
は
、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
い
て
昼

食
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２　

会
員
へ
の
助
成
事
業

�　

２
０
１
６
年
度
は
給
付
対
象
と

な
る
会
員
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　

学
生
へ
の
援
助

　

１
教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

　

�　
「
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生

保
護
者
の
会
教
材
支
援
奨
励
金

規
程
」
に
よ
り
、
追
手
門
学
院

大
学
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
生

を
給
付
対
象
と
し
、
２
０
１
６

年
度
は
30
名
の
学
生
に
給
付
し

ま
し
た
。

　
２
災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る
援
助

　

�　

２
０
１
６
年
度
は
１
名
の
学

生
に
給
付
し
ま
し
た
。

　
３
入
学
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

入
学
記
念
品
と
し
て
ク
リ
ア

ブ
ッ
ク
を
贈
呈
し
、
学
生
の
入

学
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
４
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

卒
業
記
念
品
と
し
て
筆
記
具

を
贈
呈
し
、
学
生
の
卒
業
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

４　

記
念
事
業
活
動

　

１�
大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
協

力
の
募
金

　

�　

追
手
門
学
院
大
学
創
立
50
周

年
記
念
協
力
募
金
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

５　

大
学
へ
の
助
成
事
業

　

１
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
の
援
助

　

�　

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営

費
を
拠
出
し
ま
し
た
。

　

２
本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

　

�　

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
事
務

委
託
に
対
す
る
経
費
を
大
学
に

援
助
し
ま
し
た
。

６　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

　

１�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

　

�　

通
信
費
の
削
減
を
目
的
に
、

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
全
面
改
修
い
た
し
ま

し
た
。

　

２�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会

員
へ
の
広
報

　

�　

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
開
催
行
事
に
つ
い

て
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

３
「
会
報
」
の
発
行

　

�　
「
卒
業
生
保
護
者
の
会
会
報
」

第
14
号
を
２
０
１
６
年
９
月
１

日
（
木
）
に
発
行
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
収
支
決
算
書
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護

者
の
会
会
則
」
一
部
改
正
案
の
件

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
役
員
・
委
員
案

役
員
・
委
員
案
が
承
認
さ
れ
、
渡

辺
新
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
案

２
０
１
７
年
度
収
支
予
算
書
案

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
住
所
変
更

の
お
届
け
、
ま
た
、
ご
質
問
、
ご
意

見
、
ご
要
望
等
に
対
応
す
る
相
談
窓

口
を
左
記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院　

総
務
課

・
電
話

	

０
７
２
・
６
４
１
・
９
６
６
９

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

	

０
７
２
・
６
４
３
・
９
４
１
４

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	�


会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局 

相
談
窓
口
の
ご
案
内
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（3）第 15 号 追手門学院大学　卒業生保護者の会会報 2017年9月1日発行

災害援助基金積立額残高	 12,000,000
大学 50周年記念事業協力積立残高	 0

2017年度　予算書　2017年４月１日～2018年３月31日まで　　（単位：円）
科　目 2017 年度予算 2016 年度予算 差　異 2016 年度決算 備　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 13,890,000 14,070,000 △ 180,000 12,440,000 10,000 円× 1,389 名（2017 年度卒業見込み者数）

会 員 研 修 参 加 費 1,680,000 1,680,000 0 1,790,940 見学懇親会（＠ 17,000 円× 30名、＠ 18,000 円×10名）舞台観劇会・懇親会会費（＠ 12,000 円× 50名、＠ 13,000 円×30名）

受 取 利 息 配 当 金 5,000 5,000 0 118 預金利息

雑 収 入 161,513 0 161,513 13,500 4/1 桜の縁開催費用教育後援会負担分

積 立 金 か ら の 繰 入 収 入 0 5,000,000 △ 5,000,000 5,000,000

当 年 度 収 入 合 計 15,736,513 20,755,000 △ 5,018,487 19,244,558 

前 年 度 繰 越 金 17,657,330 17,045,016 612,314 17,045,016 

収 入 の 部 合 計 33,393,843 37,800,016 △ 4,406,173 36,289,574 

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,480,000 2,480,000 0 2,270,807 見学懇親会、舞台観劇会・懇親会、学院後援会等費用

会 議 費 40,000 90,000 △ 50,000 96,098 役員会、委員会、総会費用

行 事 費 300,000 150,000 150,000 151,963 桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 750,000 700,000 50,000 621,181 ハガキ印刷代、プライバシー保護シール代、名刺、封筒作成費用等

広 報 費 300,000 580,000 △ 280,000 707,864 ホームページ更新、会報作成費等（会員への連絡、活動の理解）

通 信 費 3,200,000 2,740,000 460,000 2,428,284 郵送料 ( 総会案内：5月、会報送付：9月、及び事務連絡等）

事 務 費 600,000 590,000 10,000 548,703 封入費、事務用品等

慶 弔 費 50,000 150,000 △ 100,000 32,400 供花代等

雑 費 5,000 5,000 0 432 振込手数料及び残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 助 成 費 1,000,000 1,000,000 0 650,000 教材支援奨励金図書カード ＠ 20,000 円× 30名、災害被害者援助金 ＠ 50,000 円× 8件

記 念 品 費 1,556,000 1,470,000 86,000 1,324,512 入学記念品＠ 400円× 2,000 名分　卒業記念品＠ 540円×1,400 名分

就 職 事 業 援 助 費 2,600,000 3,600,000 △ 1,000,000 3,600,000 卒業生就職支援に関する学外事業者との業務委託経費援助、在学生就職活動への支援

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000 事務処理援助費

寄 付 金 0 5,000,000 △ 5,000,000 5,000,000

予 備 費 1,000,000 1,000,000 0 0

当 年 度 支 出 合 計 15,081,000 20,755,000 △ 5,674,000 18,632,244 

次 年 度 繰 越 金 18,312,843 17,045,016 1,267,827 17,657,330

支 出 の 部 合 計 33,393,843 37,800,016 △ 4,406,173 36,289,574 

2016年度　決算書　2016年４月１日～2017年３月31日まで　　（単位：円）
科　目 2016 年度予算 2016 年度決算 差　異 備　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 14,070,000 12,440,000 1,630,000 卒業生保護者の会入会者　@10,000 円× 1,244 名（2016 年度卒業生）

会 員 研 修 参 加 費 1,680,000 1,790,940 △ 110,940 10/18 教育後援会共催見学懇親会会費、2/23 舞台観劇会会費

受 取 利 息 5,000 118 4,882 預金利息

雑 収 入 0 13,500 △ 13,500 6/25 総会・茶話会学内者参加費

積 立 金 か ら の 繰 入 収 入 5,000,000 5,000,000 0 大学 50周年記念事業協力積立金からの繰入

当 年 度 収 入 合 計 20,755,000 19,244,558 1,510,442

前 年 度 繰 越 金 17,045,016 17,045,016 0

収 入 の 部 合 計 37,800,016 36,289,574 1,510,442

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,480,000 2,270,807 209,193 7/2 創立 50周年記念祝賀会会費 7名、10/18 教育後援会共催見学懇親会旅行費等、2/23 舞台観劇会 ｢ロミオ＆ジュリエット ｣座席券等

会 議 費 90,000 96,098 △ 6,098 6/25 総会 ･茶話会お料理代等

行 事 費 150,000 151,963 △ 1,963 2017/4/1 桜の縁開催費用立替

印 刷 費 700,000 621,181 78,819 案内状・ハガキ印刷代、プライバシー保護シール代、名刺・封筒作成費等

広 報 費 580,000 707,864 △ 127,864 会報作成費、ホームページ改修費用

通 信 費 2,740,000 2,428,284 311,716 郵送料（総会 ･会報）、電報代等

事 務 費 590,000 548,703 41,297 総会 ･会報封入料 ､ラベル代、事務用品代等

慶 弔 費 150,000 32,400 117,600 供花代等

雑 費 5,000 432 4,568 残高証明発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 1,000,000 650,000 350,000 教材支援奨励金受給者への図書カード @20,000×30名、災害被害者援助金@50,000 円×1名

記 念 品 費 1,470,000 1,324,512 145,488 名入ボールペン 1,400 本、別製クリアブック 1,900 冊

大阪梅田サテライト援助費 3,600,000 3,600,000 0 サテライトオフィス援助費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 事務処理援助費

寄 附 金 5,000,000 5,000,000 0 大学 50周年記念事業募金

予 備 費 1,000,000 0 1,000,000

当 年 度 支 出 合 計 20,755,000 18,632,244 2,122,756

次 年 度 繰 越 金 17,045,016 17,657,330 △ 612,314

支 出 の 部 合 計 37,800,016 36,289,574 1,510,442
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台
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０
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６
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０
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６
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教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

災
害
援
助
基
金
に
つ
い
て

「
桜
の
縁
」開
催

「
桜
の
縁
」開
催

寒
気
も
少
し
ず
つ
緩
み
始
め
た

２
０
１
７
年
２
月
23
日
（
木
）、
追

手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護
者
の
会

の
懇
親
会
な
ら
び
に
舞
台
観
劇
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
は
平
日
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
79
名
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
劇
会
に
先
立
ち
、
ホ
テ
ル
阪
急

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
川

原
理
事
長
か
ら
は
、
学
院
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
新
た

な
出
発
を
支
え
て
ほ
し
い
と
、

２
０
１
９
年
に
開
学
す
る
新
キ
ャ
ン

パ
ス
の
お
話
が
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
映

像
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
坂
井
学
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で

懇
親
会
が
始
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
お
話
も

は
ず
み
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
梅
田
芸
術
劇
場
に
場
所

を
移
し
、「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
と
キ
ャ
ピ
ュ

レ
ッ
ト
家
両
家
の
対
立
が
招
い
た
悲

劇
の
お
話
で
す
が
、
劇
中
で
は
携
帯

電
話
が
出
て
く
る
な
ど
、
と
て
も
楽

し
い
フ
レ
ン
チ
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
し
た
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は

「
携
帯
電
話
を
出
し
て
く
だ
さ
い
！
」

の
声
か
け
が
あ
り
、
今
日
だ
け
の
特

別
と
い
う
こ
と
で
舞
台
の
写
真
も
撮

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
に
も

十
二
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
再
会
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
、「
ま
た
来
年

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
の
声
も

聞
か
れ
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
お
よ
び
観
劇
会
実

施
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
学
院
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

激
甚
災
害
な
ど
に
よ
る
被
災
者
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
復
興
を
果
た
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
平
穏
な
日
々
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
、
役
員
一
同
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、
災
害
援
助
基
金
を
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
被
災
さ
れ
た

方
は
、
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

こ
の
奨
励
金
は
、
本
学
学
部
学
生

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
教
材
等
を

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
を
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
度
に
創
設
し
た
も

の
で
、
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
生
を

給
付
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
秋
学
期
は
15
名
、

２
０
１
７
年
度
春
学
期
は
15
名
の
学

生
に
教
材
支
援
奨
励
金
を
給
付
し
ま

し
た
。

桜
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
始
め
た

２
０
１
７
年
４
月
１
日
（
土
）
に

２
０
１
７
年
度
学
部
並
び
に
大
学
院

入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
、
川
原
理
事
長
・
学
長

の
式
辞
に
続
き
、
学
生
を
代
表
し
て

入
学
生
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
は
渡
辺

会
長
よ
り
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
が
新
入
生

代
表
に
手
渡
さ
れ
、
最
後
に
追
手
門

学
院
歌
を
斉
唱
し
、
式
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

入
学
式
及
び
教
育
後
援
会
の
新
会

員
歓
迎
会
終
了
後
に
は
、
卒
業
生
保

護
者
の
会
と
教
育
後
援
会
の
共
催
で

新
入
生
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
歓
迎
す

る
お
茶
会
「
桜
の
縁
」
が
２
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
佳
き
日
に
、
新
し
く
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
方
々
と
お

会
い
で
き
る
ご
縁
を
記
念
し
、
松
下

電
器
産
業
株
式
会
社
創
業
者
松
下
幸

之
助
氏
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
松

籟
庵
」、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

校
友
会
か
ら
の
基
金
を
も
っ
て
建
設

さ
れ
た
「
将
軍
山
会
館
」
に
て
、
お

抹
茶
と
お
菓
子
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

開
始
時
間
の
12
時
50
分
に
は
、
肌

寒
い
気
温
に
も
関
わ
ら
ず
、松
籟
庵
・

将
軍
山
会
館
に
は
長
い
列
が
で
き
、

延
べ
４
０
０
名
ほ
ど
の
新
入
生
ご
家

族
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

桜
の
取
り
持
つ
縁
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

開
催
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
対
し
、

心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

追
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門
学
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務
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お
問
い
合
わ
せ

　平素より教育研究活動に深いご理解とご協
力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、本学では教育環境充実のため、さま
ざまな教育改革を推進しておりますが、この
たび、将来に渡り経営をより確かなものとし、
教育事業への還元を図るため、2019 年２月を
目途に現在のスクールバスから有料の路線バ
スへの移行を検討していくことにいたしました。
　路線バスへの移行に伴い、乗車に際しては
運賃が必要となりますが、現在本学に在籍す
る学生（2017 年度以前入学生）には費用負担
が生じない運用を予定しております。
　本件については、学生への周知をより一層
図るとともに、詳細が決定次第ご報告申しあげ
ます。
　みなさまのご理解ご協力をいただきますよ
う、よろしくお願いいたします。

追手門学院大学　学生部

スクールバスから路線バスへの
移行検討について


